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Abstract: Silane coupling agent 1 containing active ester was synthesized and applied for 
surface modification of silicon wafer.  An active ester immobilized using 1 was reacted with 
a nonanucleotide containing an amino group at the 5’-terminal labeled with a fluorescent 
reagent followed by observation of the surfaces using a fluorescence microscope.  The result 
showed that the coupling agent was potential for novel compounds for immobilization of 
DNA. 
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本研究室ではこれまでに、光分解性 2-ニトロベンジ
ル誘導体で様々な有機官能基を保護したシランカッ
プリング剤を合成し、無機材料表面への修飾、光照
射を行い、官能基の導入を接触角 XPS の測定などに
より確認している 1, 2)。 
 
 
 
 
本研究では活性エステルを含むシランカップリング
剤 1 を合成し、無機材料への表面修飾後 活性エス
テル部位でアミノ基を含む化合物を固定する方法を
検討し、DNA チップへの応用の可能性を探ること
を目的とした。 
 
 
 
 
 
 
1 の合成法を Scheme 1 に示す。 
1 は、1H NMR スペクトル、元素分析により同定し
た。 
  シリコンウェハを Na2CO3 / NaHCO3 (pH = 9.5 )
に浸した後に、１の 5%エタノール溶液を無機材料
表面に滴下し、2 時間静置した。その後送風定温乾
燥機で 2 時間静置することにより修飾基板を得た。
その後アミノ基を含む蛍光試薬を Na2CO3 / 
NaHCO3 (pH = 9.5 )と DMF で調整した溶液 0.5μl
を無機材料表面に滴下し、終夜放置することにより
蛍光試薬の固定を行った。蛍光顕微鏡によりアミノ
基を含む蛍光試薬の固定を観察することができた。
さらに、蛍光試薬の代わりに 5’末端にアミノ基を含
み 3’末端に蛍光ラベルしたノナヌクレオチドを同様
の条件下で反応させた。この場合にも、蛍光顕微鏡
により活性エステルと反応して表面に固定されたノ
ナヌクレオチドの蛍光が観察された。 
  以上のことから、１を用いてアミノ基を持つ核酸
を固定し、相補的な塩基配列を持つ核酸をハイブリ
ダイゼーションさせ、分析できるような DNA チッ
プのための固定化方法の可能性が示された。 
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